
本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M3

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22290‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M3

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22290‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000
　作業者

M1

新
年
早
々
お
年
始
状
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
は
喪
中
の
た
め
年
頭
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い

　
　令
和
五
年
　一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K1

2290‒0000 作業者

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　失礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者

M3

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M2

2290‒0000
　作業者

喪中はがきご注文の方に
　　　寒中見舞はがきを
　　　無料進呈いたします
　　　　 詳しくは中面をご覧ください

枚　数

1.枠つき
2.枠なし
3.絵入り
 （胡蝶蘭）
4.絵入り
 （惜日）
5.その他
（ 　　　）

枚 枚
用紙の種類
（いずれかを○で
     囲んでください）

見本記号
（いずれかを○で
     囲んでください）

枚　数

文 章 見 本
（いずれかを○で囲んでください）

M1 M2 M3

□
十
一

□
十
二

□
空
け
て
お
く

□
十
一

□
十
二

□
空
け
て
お
く

必要事項をご記入ください
差出月をお選びください

原稿を添えてお申し込みください

M1・M2・M3・その他

Ｋ1 ・ Ｋ2
その他

喪
中
は
が
き
寒中見舞
はがき

印
刷
承
り
ま
す寒中見舞いはがき とは

喪中のときにいただいた年賀状への返信として
喪中はがきをいただいた方への挨拶状として
お使いいただけるはがきです。

用紙「胡蝶
蘭」　文章

「M1」

用紙「惜日
」　文章「

M2」

用紙「枠つき」　文章「M3」

寒中見舞い「K1」

ご 注 文 商 品

喪　中
はがき

寒中見舞
はがき

（ご逝去の月）

　　　　　　月

（続柄）

（故人のお名前）

（行年）

　　　　　　才

〒960-2153　福島市庄野字清水尻1-10
TEL024-593-2221　FAX024-593-5455
〒960-2153　福島市庄野字清水尻1-10
TEL024-593-2221　FAX024-593-5455
http://www.yamakawa-p.co.jp

下記①～③のいずれかで承ります。
❶当社窓口・担当者へお渡しください
❷ FAXにて 024（593）5455 へお送りください
❸ Eメールにてお客様担当者のアドレスへ、記入した申込書を撮影した画像か、
当社ホームページ http://www.yamakawa-p.co.jp に近日掲載予定のpdfに記入したもの
を添付してお送りください
☆ FAX・Eメールの場合、ご依頼人連絡先を必ずご記入ください
　 ※校正確認は原則としてFAX、Eメール、当社窓口での確認となります
　 ※商品のお届けは原則として当社窓口でのお渡し、または郵送・宅配便（送料別途）となります

ご注文
方　法

喪中・　 はがき ご注文書喪中・　 はがき ご注文書寒中
見舞
寒中
見舞

FAXでの
ご注文は(024)593-5455へどうぞFAXでの
ご注文は(024)593-5455へどうぞ

当　社
担当者

校正確認 □FAX □E-mail 
　　　　 □その他（ 　　　　　）
校正送り先

※お申込みには、この欄の□にチェックが必須となります。
㈱山川印刷所の個人情報管理規定に同意し、
本商品を注文いたします。□

住所　〒□□□-□□□□

氏名又は会社名

電話／携帯電話（　　　　）　　　　－

ご依頼人連絡先 ※日中連絡の取れる連絡先をご記入ください
（会社名）
氏名

【個人情報のお取り扱いについて】
当社では、当申込書に記入頂きましたお客様の個人情報を、
個人情報管理規定に基づき、ご注文商品の印刷・発送諸業務、
および当社からのお知らせに使用いたします。
お客さまに無断で第三者に提供することはありません。
本商品のご注文にあたっては、当該欄にて当社個人情報管理
規定への同意をお願いいたします。

備考欄
注意事項やご要望等
がありましたらお書き
ください

印
刷
さ
れ
る
住
所
・
氏
名
等

電話（　　　　）　　　　－
FAX（　　　　）　　　　－
E-mail
URL

記憶に残るお手伝い記憶に残るお手伝い

2250xxxx-1_自社喪中はがきパンフレット　三澤



新
年
早
々
お
年
始
状
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
は
喪
中
の
た
め
年
頭
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い

　
　令
和
五
年
　一
月

K-P

2250xxxx　三澤

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

新
年
早
々
お
年
始
状
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
は
喪
中
の
た
め
年
頭
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い

　
　令
和
五
年
　一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K1

2290‒0000 作業者

寒
さ
厳
し
き
折 

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
は
無
事
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す

時
節
柄 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い

　
　令
和
五
年

　一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K2

2290‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

印刷用紙と　文章見本を  お選びください。
●
掲
載
見
本
以
外
の
用
紙
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
見
本
以
外
の
文
章
も
承
り
ま
す
。
原
稿
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2290‒0000　作業者 M1

文章見本 M1
喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22290‒0000　作業者

文章見本 M2

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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）
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二
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郎
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〇
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―
四

2290‒0000　作業者 M3

文章見本 M3

見本 K1

見本 K2
枠つきはがき

絵入りはがき（胡蝶蘭）
枠なしはがき

絵入りはがき（惜日）

喪中はがき印刷ご注文の方に

寒中見舞はがき（私製はがき）を
　無料進呈いたします。

100枚までのご注文・・・・・5枚
101枚～200枚のご注文・・・10枚
201枚以上のご注文・・・・ 15枚

●無料進呈品は私製はがきで、差出人住所・氏名の印刷はあり
　ません。また、文面は左の見本のものとなります。
●住所・氏名の印刷ならびに左の見本以外の文面・デザインを
　ご希望の場合は別途ご注文として料金を申し受けます。

●
差
出
人
が
喪
中
で
、
年
賀
状
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
返
信
と
し
て

●
喪
中
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
時
候
の
挨
拶
状
と
し
て

　
お
使
い
い
た
だ
け
る
は
が
き
で
す
。

喪中はがき喪中はがき 先様に失礼がないよう、お早めのご用意を。
　　●喪中はがきは、先様が年賀状を準備される11月中旬から
　　　12月初めまでにお届けするのがよいとされます。

寒
中
見
舞
は
が
き

寒
中
見
舞
は
が
き

●文章を変更できます。原稿を添えてお申し込みください。
※この見本の寒中見舞はがきのイラストは、黒一色で文字と同時に印刷します。

もれなく

※絵入り喪中はがきは「私製はがき」です。
　官製はがきに上記の柄を印刷することはできません。
※「惜日」「胡蝶蘭」のイラストはカラーです。本パンフレット表紙の見本をご参照ください。
　ただし、見本の色調は実際の商品と少々異なる場合がございますので、ご了承願います。
※絵入り喪中はがきの用紙は、予告なく変更する場合があります。

無
料
進
呈
品
に
は
差
出
人
住
所
・

氏
名
の
印
刷
は
あ
り
ま
せ
ん

●
印
刷
料
金

　

 

（
私
製
は
が
き
用
紙
代
含
む
・
消
費
税
込
）

●
官
製
は
が
き
へ
の
印
刷
承
り
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
本
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
の
な
い
絵
入
り
用
紙
を

　ご
希
望
の
場
合
や
、
カ
ラ
ー
印
刷
を
ご
希
望

　の
場
合
等
は
、
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寒
中
見
舞
い
は
が
き
（
黒
１
色
）

喪
中
枠
つ
き
・
枠
な
し
は
が
き

1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101～120　
121～140　
141～160　
161～180　
181～200　
201枚以上 
20枚毎に

￥3,300
￥3,630
￥3,960
￥4,290
￥4,620
￥4,950
￥5,280
￥5,610
￥5,940
￥6,270

￥330加算

※
絵
入
り
喪
中
は
が
き
の
用
紙
・
価
格
は
、
予
告
な
く
変
更
す
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
文
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

喪
中
絵
入
り
は
が
き
（
胡
蝶
蘭
／
惜
日
）

1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101～120　
121～140　
141～160　
161～180　
181～200　
201枚以上 
20枚毎に

￥3,410
￥3,850
￥4,290
￥4,730
￥5,170
￥5,610
￥6,050
￥6,490
￥6,930
￥7,370

￥440加算
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